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関連する特許 1件  
関連する論文 1編 点字ブロックと通常床面歩行時の下肢筋群筋負担量の比較, 
ウォーキング科学 No.3, 17-21, 1999. 
 
①スポーツ競技力の向上
従来の筋電図記録法
による定性的な解析 
従来の方法では以下のような問題
点があった。 
①筋電図記録の条件設定の難しさ 
②定量解析に耐えうるデータ収集 
 の難しさ 
 
取り組んでいる課題は、 
①スポーツの技術開発 
②労働条件の改善 
③バリアフリー製品の開発 
 
各種スポーツや作業中（図１は現在進行中の「救急隊員の作業負担に関する国際比較」実験風景を
模式的に表してもの）あるいは、各種機器を使用中の筋肉活動を皮膚表面から記録し、図２に示した手順
で定量的に解析することによって、①スポーツでは競技力の向上や障害予防、②作業姿勢とともに筋負担
を定量的に明らかにし、労働条件の改善ならびに労働障害の総合的予防、さらにバリアフリー・ユニバー
サルデザインの視点から当該機器を評価、するための基礎資料を得ることが可能です。 
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図１：救急隊員の作業負担に関する国際比較の実験例
 
我々が開発した 
記録・分析方法により 
手軽で正確な筋電図記録 
と筋負担に関する定量解析
が可能 
シーズ 
 
②労働障害の予防
③安全・安心・快適な
生活の実現 
MVCあるいは
MMTを用いた筋
負担定量解析 
